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斎
藤
茂
吉
の
歌

　

池
上
俊
一
著
『
森
と
山
と
川
で
た
ど
る
ド
イ
ツ
史
』（
岩
波
書
店
・
２
０
１
５
）
で
は
、

ド
イ
ツ
に
は
日
本
の
川
と
ま
っ
た
く
違
う
、
満
々
と
水
を
た
た
え
た
大
河
が
ラ
イ
ン

と
ド
ナ
ウ
の
ほ
か
、
マ
イ
ン
、
エ
ル
ベ
、
モ
ー
ゼ
ル
な
ど
多
数
あ
り
、
そ
れ
ら
は
ま

さ
に
大
量
の
荷
物
を
貨
物
運
搬
船
で
運
ぶ
大
動
脈
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
ラ
イ
ン
、

ド
ナ
ウ
、
マ
イ
ン
の
三
河
川
を
つ
な
い
で
北
海
か
ら
黒
海
ま
で
の
水
運
の
網
の
目
を

張
り
巡
ら
さ
れ
た
の
は
１
９
９
２
年
で
あ
る
。
ラ
イ
ン
川
は
「
父
な
る
ラ
イ
ン
」
と
、

ド
ナ
ウ
は
「
母
な
る
ド
ナ
ウ
」
と
呼
ば
れ
、
ド
イ
ツ
人
の
心
の
故
郷
で
も
あ
る
。

　

丹
下
和
彦
・
松
村
國
隆
編
著
『
ド
ナ
ウ
河
―
―
流
域
の
文
学
と
文
化
―
』（
晃
洋
書

房
・
２
０
１
１
年
）
で
は
、
斎
藤
茂
吉
は
ド
イ
ツ
留
学
の
時
に
ド
ナ
ウ
源
流
を
巡
り
、

詠
ん
だ
歌
碑
が
あ
る
。
１
７
２
３
年
に
つ
く
ら
れ
た
フ
ェ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
城
の
庭
園

脇
の
階
段
を
降
り
る
と
、
円
形
の
ド
ナ
ウ
泉
が
あ
り
、
そ
の
そ
ば
に
、〈
大
き
河
ド
ナ

ウ
の
遠
き
み
な
も
と
を
尋と

め
つ
つ
ぞ
来
て
谷
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
〉
と
、
日
本
語
と
ド
イ
ツ

語
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
茂
吉
は
１
９
２
４
年
４
月
18
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
出
発
し
、
ド

ナ
ウ
の
泉
を
訪
れ
て
い
る
。

　

そ
の
と
き
の
歌
を
掲
げ
る
。

　
〈
ド
ウ
ナ
ウ
の
岸
の
葦
む
ら
ま
だ
去
ら
ぬ
雁
の
た
む
ろ
も
平や

す
ら
ぎ安
に
し
て
〉

　
〈
黒
林
の
な
か
に
入
り
ゆ
く
ド
ウ
ナ
ウ
は
ふ
か
ぶ
か
と
し
て
波
さ
へ
た
た
ず
〉

　
〈
な
ほ
ほ
そ
き
ド
ナ
ウ
の
川
の
み
な
も
と
は
暗
黒
の
森
に
か
く
ろ
ひ
け
り
〉

　

こ
の
書
で
は
、
ド
ナ
ウ
川
の
流
れ
に
沿
っ
た
都
市
、
ウ
ル
ム
（
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

生
家
、
ウ
ル
ム
大
聖
堂
）、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
（
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
石
橋
・
グ
リ
ム
童

話
）、
ウ
ィ
ー
ン
（
音
楽
都
市
ウ
イ
ン
・
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ヨ

ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
マ
ー
ラ
ー
、
思
想
家
フ
ロ
イ
ト
、
シ
ュ
ニ
ッ
ツ

ラ
ー
）、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
べ
オ
グ
ラ
ー
ド
河
口
ま
で
の
流
域
の
歴
史
と
文
学
と
文
化
を

追
っ
て
い
る
。

ド
ナ
ウ
川
の
流
れ

　

ド
ナ
ウ
の
源
流
に
つ
い
て
、
堀
淳
一
著
『
ド
ナ
ウ
・
源
流
域
紀
行
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

分
水
界
の
ド
ラ
マ
―
』（
東
京
書
籍
・
１
９
９
３
年
）
が
あ
る
。
ド
ナ
ウ
川
の
最
上
流
の
支

流
の
一
つ
ブ
リ
ガ
ッ
ハ
川
の
水
源
の
池
の
ほ
と
り
の
説
明
版
に
、
ケ
ル
ト
人
の
絵
と

写
真
が
あ
り
、
ケ
ル
ト
人
が
も
っ
と
も
崇
め
た
も
の
に
泉
が
あ
り
、
泉
の
女
神
像
が

刻
ま
れ
て
い
た
。
こ
こ
は
茂
吉
が
詠
ん
だ
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ワ
ル
ト
（
黒
い
森
）
に
近
い
。

　

ド
ナ
ウ
川
最
上
流
の
も
う
一
つ
の
主
な
支
流
は
ブ
レ
ク
川
で
、
こ
こ
も
泉
が
湧
き

出
し
て
い
る
。
池
に
は
「
こ
の
泉
が
ド
ナ
ウ
川
の
地
理
的
長
さ
を
測
る
時
の
原
点
。

ド
イ
ツ
国
内
の
長
さ
６
４
７
キ
ロ
」、
ま
た
「
ド
ナ
ウ
の
源
。
こ
こ
か
ら
ド
ナ
ウ
の
筆

頭
源
流
支
流
ブ
レ
ク
が
出
て
い
る
。
海
抜
１
０
７
８
メ
ー
ト
ル
、
河
口
か
ら
２
８
８
８

キ
ロ
。
ド
ナ
ウ
―
ラ
イ
ン
間
す
な
わ
ち
黒
海
―
北
海
の
分
水
界
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト

ル
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
、
ド
ナ
ウ
の
源
流
に
つ
い
て
、
他
に
い
く
つ
も

の
流
れ
と
分
水
界
を
踏
査
し
て
い
る
。

　

Ｃ
・
Ａ
・
Ｒ
・
ヒ
ル
ズ
著
『
ド
ナ
ウ
川
』（
帝
国
書
院
・
１
９
８
７
年
）
は
、
ジ
ュ
ニ
ア

地
理
と
し
て
川
と
生
活
シ
リ
ー
ズ
の
な
か
の
一
冊
で
あ
る
。
ド
ナ
ウ
川
は
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
旧
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、

ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
旧
ソ
連
を
流
れ
て
い
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
す
べ
て

の
川
が
ド
ナ
ウ
川
に
合
流
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
ほ
と
ん
ど
の
川
が
、
ま
た
旧
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
は
ほ
ぼ
３
分
の
２
が
ド
ナ
ウ
川
に
流
れ
込
む
。
そ
の
支
流
は
３
０
０

以
上
に
も
な
る
。

　

ド
ナ
ウ
川
の
特
徴
に
、
野
性
的
な
姿
を
現
し
、
水
の
量
が
急
に
増
え
た
り
、
減
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
川
の
本
流
や
支
流
が
さ
ま
ざ
ま
な
気
候
地

帯
を
流
れ
、
大
洪
水
と
渇
水
を
引
き
起
こ
す
。

　

ジ
プ
シ
ー
（
ロ
マ
）
は
、
イ
ン
ド
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
や
っ
て
き
て
、
そ
の
長
い
旅

の
途
中
で
ド
ナ
ウ
川
と
出
会
い
、「
ド
ナ
ウ
川
は
、
ほ
こ
り
の
な
い
道
路
」
と
言
っ
て
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ドナウ川――黒い森から黒海まで37

い
る
。
お
も
し
ろ
い
的
を
射
た
表
現
で
あ
る
。

　

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
カ
ミ
ン
グ
著
『
ド
ナ
ウ
川
』（
偕
成
社
・
１
９
９
５
年
）
に
は
、
延
長
２

８
６
０
㎞
、
世
界
で
25
番
目
の
長
い
川
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ボ
ル
ガ
ー
川
に
次
い
で
２

番
目
で
、
流
域
面
積
81
万
７
０
０
０
㎢
、
下
流
の
広
大
な
デ
ル
タ
地
帯
の
面
積
は
、
４

１
５
２
㎢
と
あ
る
。

　

ド
ナ
ウ
川
の
源
流
、
黒
い
森
か
ら
、
ド
ナ
ウ
エ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
を
過
ぎ
、
中
流
ブ
ダ

ペ
ス
ト
北
部
で
急
に
曲
が
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
平
原
を
流
れ
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
を
後

に
し
て
、
や
が
て
も
っ
と
も
ス
リ
ル
の
あ
る
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
山
脈
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
山
脈
に
挟
ま
れ
た
鉄
門
と
呼
ば
れ
る
八
つ
の
峡
谷
を
下
る
。
こ
こ
に
は
１
９
７
１
年

に
ダ
ム
が
完
成
し
、
小
型
船
で
も
安
全
に
航
行
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ド
ナ
ウ
川
は
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
国
境
線
を
流
れ
、
ル
ー
マ

ニ
ア
国
内
を
通
り
抜
け
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
国
境
線
沿
い
に
流
れ
、
デ
ル
タ
地
帯
に

入
る
。
デ
ル
タ
地
帯
は
泥
や
砂
、
ア
シ
に
覆
わ
れ
て
多
数
の
浮
島
が
あ
る
。
こ
こ
か

ら
三
つ
に
分
か
れ
黒
海
へ
注
ぐ
。

　

ド
ナ
ウ
川
の
航
行
の
危
険
を
取
り
除
く
た
め
に
、
18
世
紀
か
ら
19
世
紀
に
か
け
て

岩
場
が
爆
破
さ
れ
、
ま
た
、
ド
ナ
ウ
川
流
域
に
は
、
イ
ッ
プ
ス
・
ぺ
ル
ゼ
ン
ボ
イ
ク

に
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
鉄
門
ダ
ム
を
は
じ
め
多
く
の
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ

に
５
基
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
９
基
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
国
境

沿
い
に
２
基
、
ス
ロ
バ
キ
ア
に
１
基
完
成
。
ダ
ム
建
設
は
船
の
航
行
の
安
全
の
た
め
、

川
の
水
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
そ
し
て
水
力
発
電
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
原

子
力
発
電
所
は
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
工
場
な
ど
の
汚

水
、
環
境
破
壊
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

ド
ナ
ウ
川
の
紀
行

　

ド
ナ
ウ
川
の
紀
行
に
関
す
る
書
を
挙
げ
て
み
る
。

　

中
村
光
夫
著
『
ド
ナ
ウ
紀
行
』（
日
本
交
通
公
社
・
１
９
７
８
年
）
に
は
、
旧
ソ
連
の
乗

客
船
で
の
ド
ナ
ウ
の
川
下
り
の
様
子
が
、
ゆ
っ
た
り
と
、
自
由
な
気
ま
ま
な
旅
を
楽

し
ん
で
い
る
。

　

加
藤
雅
彦
著
『
ド
ナ
ウ
河
紀
行
―
東
欧
・
中
欧
の
歴
史
と
文
化
―
』（
岩
波
新
書
・
１
９

９
１
年
）
で
は
、
ド
ナ
ウ
流
域
の
諸
民
族
で
あ
る
ゲ
ル
マ
ン
、
ス
ラ
ー
ブ
、
マ
ジ
ャ
ー
ル
、

ラ
テ
ン
、
ユ
ダ
ヤ
の
背
後
に
あ
る
一
つ
の
世
界
が
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
存
在
し
て
き
た

こ
と
を
描
く
。
ド
ナ
ウ
川
流
域
の
諸
国
間
の
複
雑
な
交
錯
を
著
し
た
書
で
あ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ヴ
ァ
ッ
ハ
ウ
に
は
、
古
城
が
多
い
。
ド
ナ
ウ
川
の
北
に
は
ボ
ヘ

ミ
ア
山
地
、
南
に
は
ア
ル
プ
ス
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
、
東
西
の
交
通
を
遮
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
ド
ナ
ウ
は
東
方
民
族
に
と
っ
て
は
、
西
へ
進
む
唯
一
の
通
路
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
要
衝
と
も
い
う
べ
き
ド
ナ
ウ
一
帯
は
城
で
囲
ま
れ
た
。

　

ウ
ィ
ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
の
誕
生
は
ダ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
社
会
革
命
だ
と
い
う
。
メ
ヌ

エ
ッ
ト
と
対
照
的
に
ワ
ル
ツ
は
最
初
か
ら
指
定
の
男
女
が
ペ
ア
を
組
み
、
互
い
に
相

手
と
体
を
密
着
さ
せ
て
踊
る
。
そ
れ
は
保
守
的
な
上
流
階
級
に
は
不
道
徳
そ
の
も
の

と
映
っ
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
時
代
に
、
ウ
ィ
ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
は
あ
ら
ゆ
る
階
層
に

行
き
わ
た
っ
た
。

南
ド
イ
ツ
の
川
と
町

　

南
ド
イ
ツ
の
川
と
町
に
つ
い
て
、
次
の
書
が
あ
る
。

　

柏
木
貴
久
子
・
松
尾
誠
之
・
末
永
豊
著
『
南
ド
イ
ツ
の
川
と
町
』（
三
修
社
・
２
０
０

９
年
）
で
は
、
イ
ー
ザ
ル
川
、
イ
ン
川
、
ド
ナ
ウ
川
、
ネ
ッ
カ
ー
川
を
捉
え
る
。
イ
ー

ザ
ル
川
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
チ
ロ
ル
か
ら
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル
ン
へ
流
れ
る
ド
ナ

ウ
川
の
支
流
で
あ
る
。
そ
の
流
域
の
多
く
を
ド
イ
ツ
最
大
の
面
積
を
誇
る
バ
イ
エ
ル

ン
州
の
東
南
部
に
有
し
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
中
心
を
流
れ
て
い
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の

人
々
に
は
「
緑
の
川
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
イ
ン
川
は
ス
イ
ス
の
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
の

山
中
を
西
か
ら
東
へ
貫
流
し
、
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
に
入
り
、
パ
ッ
サ
ウ
で

ド
ナ
ウ
川
に
注
ぐ
。
ネ
ッ
カ
ー
川
は
ド
イ
ツ
の
南
西
部
の
シ
ュ
ヴ
ェ
ニ
ン
ゲ
ン
沼
沢

地
を
水
源
と
し
て
、
北
へ
流
れ
て
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
マ
ン
ハ

イ
ム
の
町
で
ラ
イ
ン
川
に
注
ぐ
。
氾
濫
が
多
く
、
流
域
の
人
々
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
、
暴
れ
川
の
異
名
を
も
つ
。

　

鈴
木
喜
参
著
『
ド
ナ
ウ
の
南
と
エ
ル
ベ
の
東
』（
大
学
教
育
出
版
・
２
０
１
０
年
）
は
、

ド
イ
ツ
地
誌
入
門
と
な
っ
て
い
る
。

ド
ナ
ウ
川
諸
国
の
統
合

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
の
夢
は
、
政
治
的
に
Ｅ
Ｕ
の
連
合
で
つ
な
が
っ
た
と
見
え
る
が
、

現
状
で
は
ま
だ
、
模
索
が
続
い
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
的
な
統
合
の
夢
は
、

１
９
９
２
年
ド
イ
ツ
の
ケ
ー
ル
ハ
イ
ム
で
ド
ナ
ウ
川
の
支
流
ア
ル
ト
ミ
ュ
ー
ル
川
か
ら

始
ま
っ
た
と
言
え
る
。
分
水
嶺
を
越
え
て
レ
グ
ニ
ッ
ツ
川
と
の
間
が
運
河
化
し
、
ニ

ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
を
経
由
し
て
、
バ
ン
ベ
ル
グ
で
マ
イ
ン
川
と
つ
な
が
り
、
ビ
ュ
ル
ツ

ブ
ル
ク
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
経
て
、
ラ
イ
ン
川
と
結
ば
れ
る
。

　

ド
ナ
ウ
と
ラ
イ
ン
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
流
れ
の
統
合
で
北
海
と
黒
海

が
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
距
離
３
５
０
０
㎞
で
あ
る
。
浜
口
晴
彦
編
『
ド
ナ
ウ
河
の
社
会

学
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
１
９
９
７
年
）
は
、
ド
ナ
ウ
川
流
域
の
諸
国
に
つ
い
て
、
ド

ナ
ウ
川
を
通
じ
て
論
じ
る
。

　

一
方
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
マ
グ
リ
ス
著
『
ド
ナ
ウ
―
あ
る
川
の
伝
記
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出

版
・
２
０
１
２
年
）
は
、
ド
ナ
ウ
川
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
事
細
か
く
分
析
す
る
。
訳

者
・
池
内
紀
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

　

歴
史
と
文
化
を
育
ん
で
、
い
か
に
生
み
出
し
た
の
か
を
、
１
６
０
ば
か
り
の
短
章
に

分
け
て
検
証
す
る
。
例
え
ば
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ド
ナ
ウ
右
岸
流
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
住
ん
で
い
る
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
、
ト
ル
コ
人
、
ギ
リ
シ
ャ
人
、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
、

ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
ら
の
行
動
、
考
え
方
を
考
察
し
、
ド
ナ
ウ
川
を
た
ど
り

な
が
ら
目
に
見
え
な
い
地
図
を
描
く
よ
う
に
広
大
な
文
化
圏
を
点
描
す
る
。

　

以
上
、
ド
ナ
ウ
川
の
流
れ
に
沿
い
、
茂
吉
が
巡
っ
た
黒
い
森
か
ら
黒
海
ま
で
、
そ

の
歴
史
、
文
化
を
追
っ
て
み
た
。
黒
海
の
書
と
し
て
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ン
グ
著
『
黒

海
の
歴
史
―
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
政
学
の
要
諦
に
お
け
る
文
明
世
界
―
』（
明
石
書
店
・
２
０

１
７
年
）
が
あ
る
。

　
〈
黒
海
へ
注
ぐ
と
も
知
ら
で
冬
ド
ナ
ウ
〉（
吉
永
貞
志
）


